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「で
き
る
と
思
え
ば
で
き
る
、

で
き
な
い
と
思
え
ば
で
き
な
い
。

こ
れ
は
ゆ
る
ぎ
な
い
絶
対
的
な

ミヽ

巣

立

ち

ゆ
く

皆

さ
ん

へ

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
中
本
　
誠

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の

皆
様
、い
」卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
か
ら
三
年
前
、
皆
さ
ん
が
入

学
し
た
時
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
只

中
で
し
た
。
〈
７
ま
で
当
た
り
前
だ
っ

た
こ
と
が
そ
う
で
は
な
く
な
り
、
学

校
行
事
も
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
三
年
間
の
学
校
生
活
で

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
大
切
な
仲
間

と
出
会
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

の
先
も
祇
園
東
中
学
校
の
校
訓
で

も
あ
る
「自
立
。実
行
・友
愛
」
を
胸

に
、
勉
強
や
部
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
新
し
い

ス
テ
ー
ジ
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
先
生
方
、

地
域
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
の
皆
様
、
本
年
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
お
か
げ

で
、
無
事
に
一
年
間
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
運

営
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
理
解
ふ
」
協
力
を

一年
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

卒
業
に
寄
せ
て

校
長
　
椴
木
　
勉

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
い
」
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
高
学

年
で
あ
る
皆
さ
ん
の
学
年
は
、
と

て
も
明
る
く
さ
わ
や
か
な
生
徒
が

多
い
と
い
う
印
象
で
し
た
。
特
に
体

育
祭
や
文
化
祭
な
ど
で
見
せ
て
く

れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
感
動
し

た
こ
と
を
今
で
も
し
っ
か
り
と
覚

え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
卒
業
に
あ
た
り
「為

せ
ば
成
る
　
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

何
事
も
　
成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ

な
り
け
り
」
と
い
２
面
某
を
贈
り

ま
す
。
「
為
」
と
い
つ
文
字
は
人
が

何
か
を
行
う
と
い
う
意
味

で
、

「成
」
と
な
つ
文
字
は
成
功
す
る
と

い
う
意
味
で
す
。
成
功
し
な
い
と
き

は
、
そ
の
人
が
や
ろ
う
と
し
て
い
な

い
か
ら
だ
と
い
つ
最
後
の
言
葉
が
、

特
に
好
き
な
言
葉
で
す
。
ン」れ
か
ら

の
人
生
の
中
で
、
挑
戦
す
る
強
い

気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

法
則
で
あ
る
」

チ

卒
業
お
め
で
と
う
。　
　
　
年

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現
に

向
け
て
、
迷
わ
ず
進
ん

で

″脅

く
だ
さ
い
。

い
つ
か
お
互
い
に
笑
顔
で

会
う
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
‐。

「熱
意
を
も
っ
て
挑
戦
」

こ
れ
か
ら
の
人
生
、

ど
こ
ま
で
や
る
か
覚
悟

丁́

を
も
っ
て
、熱
意
を
も
っ
Ｊ
″

て
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
　
メ
誓

そ
し
て
卜
年
後
の
自
分

．ィ

を
思
い
描
き
、
市ダ
を
追

Ｊ″

い
求
め
る
こ
と
を
続
け

て
ほ
し
い
。

が
ん
ば
れ
！―

「
守

破

離

」

う
ま
く
い
か
な
い
時

ほ
ど
、
「な
ぜ
？
」
と
よ
く

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
を
繰
り
返
し
行
う

こ
と
が
、
最
終
的
に
大
輸

の
花
を
咲
か
せ
る
一番
の

近
道
に
な
る
は
ず
で
す
。

「花
は
紅
、
柳
は
緑
」

出
典
　
蘇
東
城
の
漢
詩

「柳
緑
花
紅
真
而
日
」

花
は
赤
く
咲
き
、
柳

は
緑

の
枝
を
垂
ら

し
て
い
る
。
そ
の
ま

ま
の
姿
が
美
し
く
、

本
質
的
な
尊

さ
を

内
に
秘
め
て
い
る
。

人
生

の
主
人
公
と

し
て
自

分

ら
し
く

生
き
て
い
る
か
、
い

つ
も
心
が
け
て
い
る

こ
と
ば
で
す
。

「さ
さ
や
か
す
ぎ
る
毎
日
の
中
に
　

「永
遠
に
幸
せ
に

か
け
が
え
の
な
い
幸
せ
が
あ
る
」
　
な
り
た
か
っ
た
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
ご
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生徒数 (2月 現在)

1イ li生  230名
2年生  230名
3年■  225名

両+ 685名
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卒業生の皆さん|よ 、中学校を卒業してか

ら新しい出逢い(生涯の友、パートナー、

家族など自分にとって多くの大切な人達)

があることでしょう。人との出逢いは仝て

(良 くも悪くもに 縁ヽだと感じていま

皆さんはそのご縁を大切に、

幸せな日々 を過ごしてください。

「人ひとりかけがえのない

存在である」

卒業おめでとうございます。

学校での出会いや経験を大切

にして、これからの人生を

輝かせてください。
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「志は高く 腰は低 く
いつも心に太陽をJ

ご卒業おめでとうございます 今日標がある人、ま

たはこれからみつける人、様 だ々と思いますが、後

晦のないようにとことん努力してください。l■折し

そうな時 ま周りを見てください。必ずあなた

の努力を知っていて助けてくれる人がいる

はずです周りにしっかり頼つて、そしてま

た前に進めることを願っています 感謝

することを忘れず!素敵な未来になり

ますように,人碩 端″欠

「ご卒業おめでとう
ござ い ます。J

夢の実現のための努力を重ねて

くださいね。Ⅷ 続は力なり」で丸

そして疲れた時は、祇園束中学

校で楽しかつたことを思い

出してください。きっと力が

湧いてくるはずで丸

'ル

本々 あス

、「1島犠lill β;17で「

Ⅲ‐■＼
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今回の文化祭を通して、僕は努力と団結力が大切だと思いました。僕が
パートリーダーを務めたテノールパートでも、最初は上手く揃わなかっ
たこともありましたが、先生からのアドバイスや実際の合唱動画を見て
からの改善、そして毎日学校での練習を積み上げた結果、文化祭で良い

成績を収めることができました。これは文化祭へ向けての努力、そして
一丸となって目標へと向かおうとする団結力、この2つがなければ決し
て文化祭で良い結果、納得のいく結果は出なかったと思います。この機
会に学んだ努力と団結力をこれからの学校生活などでも生かしていき
たいと思いました。

贅ξふ

私たちのクラスでは、文化祭を通してよリクラスで1つになれたのでは

ないかと思います。合唱練習が始まった当初は音程がなかなか合わず、
パートことの音程とりに苦労しました。それに加えて、全体で合わせると

きに全員が集中しないなどの課題がありました。しかし文化祭本番に

近づくにつれて、地道なパート練習の成果によって音程が合うようにな

りました。そして指揮者が1度台に上がると、日線が1つ に集まるように

なりました。最初は本当に本番の舞台に立てるのかと心配になるような

合唱でしたが、本番では 堂々と胸を張れる合唱だつたと思います。結果
として取ることのできた最優秀賞のうれしさは忘れません。

挙

上野学園ホ…ルで行われたステージ発表の部では、各クラス頑張って練習した成果を発揮し、 Q
美しい歌声が響きわたりました:迫力の吹奏楽部の発表も大好評でした :

文化祭実行委員 1年 7組 吉田 昌輝 文化祭実行委員 2年 5組 住田 碧大

文化の祭典「展示の部」では美術部の活動や授業での作品がたくさん :力作揃いでした♪

ここでは作品のほんの一部をご紹介します :

文化祭実行委員長 3年 6組 上地 希空

合唱の部では、舞台裏で最後の練習をするクラスや、歌い終わって「良かったよ」と声をかけ合うクラスがあり、団結力が生

まれたように感じました。吹奏楽部の演奏では、美しい音色を奏でるだけでなく先生達が踊るというユーモアもあり、会場

全体を笑顔いっぱいにさせてくれました。 展示の部では、一人一人の個性があふれるイラストや、強い意思が表れている

書道などが飾られていました。作品を見入っている生徒もおり、素敵なものばかりなのだと思いました。来年もまた、lTA園 東

中学校の魅力的な文化祭にしてほしいと思います。

・一”
　　蹄
¨

〕
′

::,1

,11

ト

3年生のみなさん、こ卒業おめでとうございます。みなさんの未来が希望や笑顔で温

れますよう願つております。 今年度も祗園東中学校PTA新聞の発行にあたり、多く

鉾 条1葉埋七危贔雇誌 籠 漁 、

ふ ｀
ず

しれ 無割 J謁 」

[1%『
」
1旨
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麟
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2023年 10月 24日 025日 026白

度は九州へ修学旅行へ行ってきました1楽しい思い出とたくさんの学びを得た  ―

有意義で充実した3日間となりました !

学校出発
▼

太宰府天満宮
▼

有田ポーセリンパーク
▼

THE GLOBAL VIEW長 崎 D白 ]

m
長崎市内班別研修

▼

西海橋
▼

変なホテル八ウステンボス [泊 ]

修学旅行実行委員 2年1組  反田 康貴

私たち2年 1組は、修学旅行を通してみんなと
協力する大切さを学′3に とができました。私が
このことを最も強く感じたのは係の仕事で魂
この修学旅行ではそれぞれに係の仕事があり、
班員が困らないように責任感を持って取り組
んでくれている人を大勢見かけました。
他にも二日目の長崎班別自主研修や三日目の
八ウステンポスの時の班行動でも感じました。
先生と離れて行動することが多くありました
が、危険を知らせてくれた人、地図を見て先導
してくれた人、困っている人に気づいて声をか
けてくれた人など様 な々場面での多くの人の協
力で、安全に楽しく活動することができました。
今後、この三日間で学んだことを学校生活に活
かしていきたいと思います。

修学旅行実行委員 2年2組  大谷 美桜

私は修学旅行を通して学んだことがたくさんあ
りました。その中でも特に大切だと思ったこと
が二つあります。
一つ目は、班全員が協力すれば、危険が安全に

変わることです。私は二日目に班別自主研修を

行いました。最初は迷子や事故がおきないか

不安でいっぱいでした。しかし当日になると班
全員が協力できたので、不安が自信に変わり、
無事班別自主研修を終えることができました。
二つ目は、一つひとつの行動で油断をしないこ

とです。私は三日目に八ウステンボスで班行動
を行いました。しかし想像以上に楽しく、時間
に遅れそうになったことがありました。この時、

やはり油断は大敵だと思いました。
これらのことを日常生活で生かしたいです。

修学旅行実行委員 2年6組   岡 愛子

私は修学旅行を通して、たくさんのことを学び

ました。主に学んだことは三つです。
一つ目は修学旅行実行委員としての仕事で魂

出発式の挨拶や点呼など、責任感を持って仕

事をする経験ができました。 二つ目は時間を

守ることです。班別自主研修では自分たちで計

画にそって行動しないといけないため、マナー

を守り、時間を見て行動できました。三つ目は

原爆資料館へ行き、あらためて戦争の怖さを

知ったことです。より戦争の怖さを知ったし、学
びもあって良かったです。みんなとの仲が深

, まってとても楽しかったし、たくさん学びもあっ

1 て、充実した修学旅行でした。

| この経験は、これからの生活や社会に役立つこ

二 とだと私は思いました。


